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「本当に豊かで充実した社会生活のためには、自然に学ぶことが重要である」というスマ

ートエナジー研究所の中村良道氏が提唱する理念に共鳴、賛同した企業や団体が集

まり、自然エネルギーを実生活に取り入れ、真に有効活用できる技術を確立すべく横

浜スマートコミュニティが発足した。本稿では、横浜スマートコミュニティのこれまでの活

動とこれからのビジョンについて述べる。 

 

１．はじめに 

横浜スマートコミュニティは、福岡スマートハウスコンソーシアム

※1

の参加企業、横浜市の企業、

学術団体とともに横浜市の支援を得て 2011 年 6 月 14 日に設立した団体である。本団体は、

人々が豊かに暮らすために、技術側面の解決だけでなく、自然と共存し環境に負担をかけない

エネルギーを用いた生活を追及するコミュニティを目指している。コミュニティの中で人々がい

きいきと暮らすためには、生活するための建物や道路などの公共物と、里山や川など自

然環境との積極的な調和が必要であると考える。常に未来へ向かって建築や改造を

行い、進化しつづけることで 100 年先まで続いていくようなプロジェクトにしたい。このよう

な理念のもと、自然エネルギーを上手に利用することで安価で柔軟なエネルギーシステ

ムを構築でき、CO2 削減や食料不足問題などの解決につながる技術開発を目指して

いる。 

 

２．横浜スマートコミュニティのビジョン    

本団体の基本コンセプトは、「自然に学び、自然を活用するコミュニティを創る」としている。福岡

スマートハウスコンソーシアムでは、植物細胞が持つエネルギー生成、蓄積、制御の仕組みから、

スマートハウスで必要なエネルギーシステムのグランドビジョンの構築を考え、実際にエネルギーシ

ステムを考案し、ミニハウスを構築して評価を行った。ここで家一軒のエネルギーシステムの完成度

を上げることによって家同士のエネルギーのやり取りの仕組みができることを研究した。この成果を

利用することで、複数の家で構成するコミュニティで必要なエネルギーを商用系統電源と太陽光発

電や風力発電と柔軟にバランスさせることが可能となる。また、家のエネルギーに必要な太陽光発
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電や風力発電機、燃料電池などの発電、蓄電・蓄熱、地熱の利用、エネルギー変換機器の実験、

HEMS（ホームエナジーマネジメントシステム）などの IT 情報機器の実証、家電品の省エネ試験、

窓や壁の断熱性能など、様々な性能試験なども可能とする。地域の企業が参加できるように数理

モデル、シミュレータなどの最新技術を用いた実験環境も導入し、参加メンバが利用できる実証試

験のインフラとしても利用可能とする。またここで得られた安価なエネルギーシステムを用いて、植

物栽培、魚介類の陸上養殖、さらに循環型の社会システムとしてバイオマスの利用などに関しても

研究・実証を計画する。 

コミュニティで生活をする上では文化や芸術も欠くことのできないものであり、それらが、精神的

な豊かさにつながると考える。そのためには、広く国内・国外の各分野からコミュニティのメンバとし

て参加いただき、文化・芸術との融合、横浜の土地や川、植物など、自然環境と風景を生かした実

際の街づくりを予定している。 
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図１ 横浜スマートコミュニティ構想 

３．横浜スマートコミュ二ティの技術的側面 

福岡スマートハウスコンソーシアムの活動として特に注目を浴びたのが、スマートエネルギー制

御の開発手法を研究・開発してきたことである。スマートエネルギーシステムの開発にはモデルベ



pg. 3 

ース開発手法を使用している。モデルベース開発手法は、自動車や飛行機を開発検証する際の

世界的な標準となっている開発手法である。制御系や制御対象を数学的なモデルを使って検証を

行う。一度モデルができると制御系の完成度を上げ、制御対象の変化に対する制御系の対応など

迅速に行うことが可能となり、開発の信頼性、速度、複雑化への対応など、多くのメリットがある。実

際には、コントローラモデルやプラントモデルをハード・ソフトそれぞれ交換しながら、開発検証する。

スマートエネルギーの開発プロセスは、ビジョンから出発し、回路を構成、制御モデルやプラントモ

デルを開発し、コンピュータシミュレーションを行い、プロセッサへの実装を行う。横浜スマートコミュ

二ティでは、エネルギーやイメージをシミュレーションし、見える化を行い、また体験できる工夫をす

る。その活動成果は、定期的なセミナーと内覧会で発表することにしている。 

 

４．横浜スマートコミュニティの参加メンバ  

街づくりにおいては建築 会社や流通、エネルギー機器を含むあらゆる業種 が参加するこ

とが望ましい。そこで本団体には、一つの業界に留まらず多様な企業が参加している。ま

た、学術団体とは共同研究を行い、支援もいただいている。参加メンバは、2011 年末までに 48 団

体をこえており、その関心の高さが伺える。 

IPA/SEC とは、安心・安全なスマートコミュニティの実現を目指す「ソフトウェア品質監査制度（仮称）

とトレーサビリティ」の観点から統合系プロジェクト＆組込み系プロジェクトサブリーダーである田丸

喜一郎氏にアドバイザーとして参加をいただいている。これには、スマートハウスやコミュニティで用

いる機器の安全性に関し、複数のベンダから提供される機器を接続して運用することになるので、

評価、認証基準をつくっていく必要があるという背景がある。また、SEC が開催する、「ソフトウェア

品質監査制度（仮称）」の部会には、本団体からも検討委員として参加している。 

 

５．これまでの取り組み 

発足後、本団体は実証実験で活用している技術を用いた製品やサービスの紹介セミナーなど、多

くの活動を行っている。主に福岡スマートハウスコンソーシアムとの長崎ハウステンボスでの合同セ

ミナーの開催、各種展示会への参加、横浜市とのパネルディスカッションへの参加など活動範囲は

多岐にわたる。2011 年 12 月に福岡、大阪そして横浜で実施したオランダ王国とのセミナーでは、

20年間にわたり町づくりをしてきたオランダ「太陽の町」プロジェクトの責任者と横浜スマートコミュ二

ティのメンバ、および各自治体とが意見交換する場を設けることができた。この場で、住む人がいか

に豊かに暮らせるかを中心にしたコンセプト、また自然エネルギーを使ったまちづくりなどについて

多くのアイデアを学ぶことができた。2012 年 1 月 27 日には、福岡モーターショーにて福岡スマート

ハウスコンソーシアム共同主催、福岡市共催、横浜市／長崎県協力、九州経済産業局協賛でセミ

ナーを開催した。セミナー前日には福岡アイランドシティのレンガハウスの内覧会および展示会を

開催し、2 日間にわたり述べ 30 社の参加企業、組織、団体による講演を行い、合計で約 350 名の

参加者と意見交換をすることができた。 
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6．これから 

 

今後も、参加メンバ同士の交流の機会として、セミナーや内覧会を行なっていく予定である。また、

現在は、実際にコンセプトをわかりやすく説明するための「モデルハウス」を設計し、建築することを

予定している。このなかで参加メンバと家をつくり、実証試験を行うことを通じて、街づくりを行う予定

である。 

オランダ王国との相互連携をはじめとして、海外のプロジェクトとの活動も予定している。皆様の活

動への参加、御支援をお願いするとともに、この活動がコミュニティづくりの参考になるように努めていく

所存である。 

 

 

■問い合せ先 

・ｄSPACE Japan 株式会社 代表取締役 有馬 仁志 

TEL:03-5798-5460 FAX:03-5798-5480 

・ 

 

脚 注  

※1 福 岡 スマートハウスコンソーシアム：持 続 可 能 な低 炭 素 社 会 の実 現 に向 け、スマートグリッド

関 連 機 器 やシステム構 築 を研 究 開 発 する企 業 と大 学 、及 び公 益 法 人 と福 岡 市 が集 結 し、

2010 年 6 月 1 日 に設 立 。代 表 はスマートエナジー研 究 所 中 村 良 道 氏 。 

 


